
 

 

平成 29年１月 18日付稲城市海外姉妹都市検討市民会議『海外姉妹都市の提携について（提言）』 

【抜粋】 
 
４ 交流事業について 

   地域間交流は、一過性のものではなく継続的に行うこと、一方的でなく相互性のあることが重

要であり、その交流は市民相互の交流が主体になるものと考えます。  

   したがって、交流事業は双方の諸課題をよく考察し、相互理解を深め、無理のない永続性を考

慮したものとしていく必要があります。 

想定される交流事業は、【表１】の通りとなりますが、最初から数多くの交流事業を始める訳

ではなく、まずは限られた分野のできる交流から始めていき、徐々に交流の可能性を広げて行く

のも良いと考えます。 

なお、平成 29年１月 11日から 14日にかけて実施した現地視察において、フォスターシティ 

市の関係者と意見交換を行ったところ、インターネットを使用した双方向で映像や会話のやりと 

りができる仕組みであるスカイプなどを活用し、子ども達が会話を通じてお互いの文化に触れあ 

ったり、理科の課題研究についての発表し合ったりする「教育交流」についての提案や、少年野 

球交流などの「スポーツ交流」についての提案をいただいていることから、まずは、フォスター 

シティ市から提案のある「教育交流」や「スポーツ交流」から始めるのが良いと考えます。 
 
【表 1】交流事業 

分 野 内 容 具体例 

教育 

 

異なる環境の中で育まれてきた生活や文化

に触れ、情操教育に役立たせるとともに、

語学の修得等、教育の向上を図る。また、

最先端の技術（シリコンバレーの企業）を

知ることで、将来に夢を持つことを目指す。 

・インターネット、スカイプを活用した交流 

・手紙（グリーティングカード）の交換 

・青少年の交換派遣（ホームステイ、学校訪問、

部活動体験、シリコンバレーのＩＴ企業の見学

等） 

・児童・生徒の作品の交換展示 

スポーツ スポーツを通じ住民相互の親睦を図るとと

もに、技術の向上や健康の増進を図る。 

・少年野球、サッカーでの交流 

・その他、各種スポーツでの交流 

文化 異なる環境の中で育まれてきた生活や文化

に触れることや、社会教育団体等の交流を

通じ、技術の向上や文化芸術の普及を図る。 

・各種実施団体との交流（お琴、茶道、華道、

書道、武道、獅子舞、盆踊り、陶芸、舞踊、ダ

ンス、太鼓、写真、合唱等） 

・祭りやイベントへの参加 

産業 農業・商業・工業等の産業を通じ、相互の

産業の発展を図る。 

・市民まつりでの交流 

・物産展での交流 

・農業、商工業等団体の交流 

観光 観光資源を相互に紹介し合う交流を通じ

て、観光事業の発展を図る。 

・観光ツアーの実施 

・観光集客相互支援 

組織同士

の交流 

各種組織・団体の交流を通じ、相互の発展

を図る。 

・各種組織（ロータリークラブ、国際ソロプチ

ミスト、青年会議所等）の交流 

防災・災

害 

防災や災害に関する情報交換等を行うこと

で、防災意識の向上を図る。 

・防災・災害についての意見交換 

・募金の実施 

留学 語学留学（英語・日本語）等の互いの持っ

ている分野を勉強するための留学 

・語学（英語・日本語）留学 

・その他留学 

その他 行政職員のスキルアップを図るとともに、

今後の継続的な交流に繋げる。また、市民

が行きやすい環境を整えることにより、市

民団体等との交流を促進する。 

・職員等の交流 

・情報交換交流 
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